
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．            を実施すること。 

第３四半期は増収増益の黒字決算！現場で私たちの努力

と奮闘によってつくり出した黒字決算です。コロナ禍での苦

労は今も続き、会社の発展を職場からつくり出している奮

闘に応えるべきです。 

期末手当の減少などもあり生活レベルは低下し、生活を

維持することが厳しい組合員・社員がいます。物価上昇や光

熱費の高騰により拍車をかけている現状です。会社は組合

員・社員の生活を守る責務があります。労働実感も「過去最

高の働き度」であり日々の業務に就いています。 

組合員からは、「自分で自分を養うことが厳しい」「期末手当

の減少で生活がきつい」などの声が上げられています。 

「人材が一番の財産である会社」であるなら私たちの要求

に対して満額回答するべきだ！ 
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１．２０２３年４月１日以降のＪＲ東労組組合員の 

（定期昇給を含まない）引き上げること。 

その場合の                とすること。 

３．各等級の             を       すること。 

４．回答については、２０２３年３月３１日までとすること。 
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JR東労組お問い合わせフォームはこちら！ 

 

職場現実や生活実態などの意見はこちらまで 

http://www.jreu.or.jp/?page_id=4128

